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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルでは、次の内容について説明します。

� Oracle Webmail のアカウント作業環境の設定

� Oracle Webmail の電子メール作業環境の設定
iii
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Oracle Webmail のアカウント作業環境の
1

Oracle Webmail のアカウント作業環境の設定のアカウント作業環境の設定のアカウント作業環境の設定のアカウント作業環境の設定

作業環境を設定することで、個人のワーク・スタイルに合せた Oracle Webmail の構成がで
きます。たとえば、パスワードの変更、メール用クォータの確認、およびメッセージの作成
と表示方法のパーソナライズができます。受信および送信メッセージには、メッセージ管理
を向上させるためフィルタを適用することができます。

この章では、Oracle Webmail のアカウント作業環境の設定方法について、次の内容を説明
します。

� 基本設定

� フォルダ作業環境の設定

� フィルタの設定

アカウント作業環境にアクセスするには、「作業環境」「作業環境」「作業環境」「作業環境」グローバル・ボタンをクリックしま
す。終了するには、タブ・バーにあるタブのいずれかをクリックします。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : 様々なメーリング・リストへの登録を可能にするリ
スト・サーバーの詳細は、『Oracle Collaboration Suite Oracle 
Webmail 利用ガイド』を参照してください。
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基本設定
基本設定基本設定基本設定基本設定
「アカウント作業環境」の下の「基本設定」ページでは、次の操作を実行できます。

� メッセージ用クォータの確認

� パスワードの変更

� タイムゾーンの変更

メッセージ用クォータの確認メッセージ用クォータの確認メッセージ用クォータの確認メッセージ用クォータの確認
メール用クォータを確認するには、「作業環境」「作業環境」「作業環境」「作業環境」をクリックします。メッセージ用クォータ
は、ページの「クォータ」「クォータ」「クォータ」「クォータ」セクションに表示されます。「クォータ合計」「クォータ合計」「クォータ合計」「クォータ合計」、「電子メールで使「電子メールで使「電子メールで使「電子メールで使
用可能なクォータ」用可能なクォータ」用可能なクォータ」用可能なクォータ」、「消費済クォータ」「消費済クォータ」「消費済クォータ」「消費済クォータ」および使用したメッセージ用割当てクォータの割合
が表示されます。

パスワードの変更パスワードの変更パスワードの変更パスワードの変更
パスワードを変更するには、次のようにします。

1. 「作業環境」「作業環境」「作業環境」「作業環境」をクリックします。

2. 「パスワードの変更」「パスワードの変更」「パスワードの変更」「パスワードの変更」をクリックします。

3. 古いパスワードを入力します。

4. 新しいパスワードを入力します。

5. 確認のため新しいパスワードをもう 1 度入力します。

6. 「送信」「送信」「送信」「送信」をクリックします。確認ページが表示されます。

7. 「完了」「完了」「完了」「完了」をクリックします。

注意注意注意注意 :

� メッセージ用クォータは、管理者により設定され、Oracle Webmail から
は変更できません。

� 電子メール・メッセージの配信は、電子メールで使用可能なクォータ電子メールで使用可能なクォータ電子メールで使用可能なクォータ電子メールで使用可能なクォータに
達すると停止します。ボイス・メール・メッセージは、クォータ合計クォータ合計クォータ合計クォータ合計に
達するまで、配信し続けられます。
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フォルダ作業環境の設定
タイムゾーンの変更タイムゾーンの変更タイムゾーンの変更タイムゾーンの変更
タイムゾーンを変更するには、次のようにします。

1. 「作業環境」「作業環境」「作業環境」「作業環境」をクリックします。

2. 「タイムゾーンの変更」「タイムゾーンの変更」「タイムゾーンの変更」「タイムゾーンの変更」をクリックします。

3. 地域に合ったタイムゾーンを選択します。

4. 「送信」「送信」「送信」「送信」をクリックします。

フォルダ作業環境の設定フォルダ作業環境の設定フォルダ作業環境の設定フォルダ作業環境の設定
「送信済フォルダ」フォルダに送信したメッセージを保存し、「ごみ箱」フォルダに削除した
メッセージを移動するよう、Oracle Webmail を構成できます。この利点は、すべての送信
した文書が保存されること、および削除したメッセージに（「ごみ箱」フォルダを空にする
までは）アクセス可能なことです。

「送信済フォルダ」フォルダおよび「ごみ箱」フォルダを使用可能にするには、次のように
します。

1. 「作業環境」「作業環境」「作業環境」「作業環境」をクリックします。

2. 横のナビゲーション・バーの「フォルダ」「フォルダ」「フォルダ」「フォルダ」をクリックします。

3. 「メッセージ送信時のコピー保存場所「メッセージ送信時のコピー保存場所「メッセージ送信時のコピー保存場所「メッセージ送信時のコピー保存場所 :」」」」リストから、送信したメッセージを保存する
フォルダを選択します。これにより「送信済フォルダ」フォルダが設定されます。

4. 「使用可能」「使用可能」「使用可能」「使用可能」を選択します。

「送信済フォルダ」フォルダを使用不可にするには、「使用不可」「使用不可」「使用不可」「使用不可」を選択します。

注意注意注意注意 :

� パスワードを変更すると、Oracle9iAS Single Sign-On のパスワードは変
更されますが、ボイス・メールのパスワードに影響はありません。

� セキュリティ上の対策として、Oracle Collaboration Suite アカウントへ
の無許可のアクセスを回避するため、パスワードを定期的に変更するこ
とをお薦めします。

� 安全なパスワードを設定するには、文字と数字を組み合せて使用する、
文字の繰返しを避ける、大文字と小文字を組み合せて使用するなどの方
法があります。
Oracle Webmail のアカウント作業環境の設定 1-3



フォルダ作業環境の設定
5. 「削除したメッセージの移動先「削除したメッセージの移動先「削除したメッセージの移動先「削除したメッセージの移動先 :」」」」リストから、削除したメッセージを保存するフォルダ
を選択します。これにより「ごみ箱」フォルダが設定されます。

6. 「使用可能」「使用可能」「使用可能」「使用可能」を選択します。

「ごみ箱」フォルダを使用不可にするには、「使用不可」「使用不可」「使用不可」「使用不可」を選択します。

7. 「送信」「送信」「送信」「送信」をクリックします。

下書きおよびテンプレートを保存するフォルダを選択することもできます。

下書きおよびテンプレートを保存するフォルダを選択するには、「下書きメッセージの保存「下書きメッセージの保存「下書きメッセージの保存「下書きメッセージの保存
場所場所場所場所 :」」」」リストおよび「メッセージ・テンプレートの保存場所「メッセージ・テンプレートの保存場所「メッセージ・テンプレートの保存場所「メッセージ・テンプレートの保存場所 :」」」」リストを使用します。これ
により「下書き」および「テンプレート」フォルダが設定されます。

注意注意注意注意 : 「送信済フォルダ」フォルダが設定されていないか、使用不可の場合、
送信したメッセージはコピーされません。

注意注意注意注意 : 「ごみ箱」フォルダが設定されていないか、使用不可の場合、削除し
たメッセージは、「タイプ」「タイプ」「タイプ」「タイプ」列に赤い「X」の付いた状態でメッセージ・リス
ト・ビューに表示されます。「ごみ箱を空にする」「ごみ箱を空にする」「ごみ箱を空にする」「ごみ箱を空にする」ボタンは、メッセージ・リ
スト・ビューに表示されません。「フォルダの圧縮」「フォルダの圧縮」「フォルダの圧縮」「フォルダの圧縮」ボタンをクリックする
と、削除したメッセージは永久に削除されます。

関連資料関連資料関連資料関連資料 :

� 下書きメッセージおよびメッセージ・テンプレートの詳細
は、『Oracle Collaboration Suite Oracle Webmail 利用ガイド』
の「電子メール・メッセージの作成」を参照してください。

� フォルダの作成の詳細は、『Oracle Collaboration Suite Oracle 
Webmail 利用ガイド』の「フォルダおよびサブフォルダの作
成」を参照してください。

注意注意注意注意 : 「送信済フォルダ」、「下書きフォルダ」および「テンプレート・フォ
ルダ」オプションは、電子メールにのみ適用されます。「ごみ箱フォルダ」オ
プションは、電子メール、ボイス・メールおよび FAX に適用されます。
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フィルタの設定
フィルタの設定フィルタの設定フィルタの設定フィルタの設定
フィルタ（ルールとも呼ばれる）は、メッセージの管理に役立ちます。フィルタは、作成す
る一連の条件に従い、メッセージに対して機能します。特定のメッセージに対して特定のア
クションを実行するために、フィルタを作成し、そのメッセージにフラグを立てます。次に
例を示します。

� メッセージが特定のユーザーから送信された場合、携帯電話などの別のアドレスを通知
できます。

� 特定の送信者から送信されたメッセージ、または「件名」「件名」「件名」「件名」フィールドに特定の文字列が
含まれるメッセージを特定のフォルダに入れることができます。

� 特定の送信者から送信されたメッセージ、または「件名」「件名」「件名」「件名」フィールドに特定の文字列が
含まれるメッセージを削除できます。

この項では、次の内容について説明します。

� フィルタの作成

� フィルタの削除

� フィルタの更新

フィルタの作成フィルタの作成フィルタの作成フィルタの作成
フィルタを作成するには、次のようにします。

1. 「作業環境」「作業環境」「作業環境」「作業環境」をクリックします。

2. 「アカウント作業環境」「アカウント作業環境」「アカウント作業環境」「アカウント作業環境」の下の、横のナビゲーション・バーの「フィルタ」「フィルタ」「フィルタ」「フィルタ」をクリック
します。

3. 「作成」「作成」「作成」「作成」をクリックします。

4. ページの「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」セクションで、「フィルタ名」「フィルタ名」「フィルタ名」「フィルタ名」フィールドにフィルタ名を入力
します。

フィルタ名は、自由に選択することができます。フィルタが実行するアクションに合せ
た名前を付けることをお薦めします。たとえば、特定のユーザーからの受信メッセージ
を特定のフォルダに移動するフィルタに、「移動」と名前を付けます。

5. 「アクティブ」「アクティブ」「アクティブ」「アクティブ」フィールドで、フィルタをアクティブにする場合は「はい」「はい」「はい」「はい」、フィルタを
非アクティブにする場合は「いいえ」「いいえ」「いいえ」「いいえ」を選択します。

6. ページの「イベント」「イベント」「イベント」「イベント」セクションで、メッセージの処理方法を、メッセージを「配信」「配信」「配信」「配信」、
「メッセージを開く」「メッセージを開く」「メッセージを開く」「メッセージを開く」としてマーク、「メッセージ削除」「メッセージ削除」「メッセージ削除」「メッセージ削除」としてマーク、またはメッセー
ジを「完全削除」「完全削除」「完全削除」「完全削除」から選択します。
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フィルタの設定
7. ページの「条件」「条件」「条件」「条件」セクションで、条件すべてを一致させるか、または一部を一致させる
かを選択します。

「属性１」「属性１」「属性１」「属性１」リストにより、フィルタが機能するヘッダー情報が決定されます。情報は、
「件名」「件名」「件名」「件名」、「送信者」「送信者」「送信者」「送信者」、「宛先」「宛先」「宛先」「宛先」、「「「「CC」」」」、「メッセージ・サイズ」「メッセージ・サイズ」「メッセージ・サイズ」「メッセージ・サイズ」、「優先度」「優先度」「優先度」「優先度」または「送信「送信「送信「送信
日」日」日」日」フィールド内のものです。

「演算子」「演算子」「演算子」「演算子」リストにより、「属性１」「属性１」「属性１」「属性１」リストの条件が「値」「値」「値」「値」フィールドに入力した情報と
正確に一致している必要があるのか、情報の一部を含むのかが決定されます。選択項目
は、「が次の値と等しい」「が次の値と等しい」「が次の値と等しい」「が次の値と等しい」、「が次の値で始まる」「が次の値で始まる」「が次の値で始まる」「が次の値で始まる」、「が次の値で終わる」「が次の値で終わる」「が次の値で終わる」「が次の値で終わる」、「が次の値を含「が次の値を含「が次の値を含「が次の値を含
む」む」む」む」または「が次の値を含まない」「が次の値を含まない」「が次の値を含まない」「が次の値を含まない」です。

「値」「値」「値」「値」フィールドにキーワードまたは完全な情報を入力し、フィルタが適用されるメッ
セージを決定します。たとえば、キーワードはユーザーの名前で、完全な情報はユー
ザーの電子メール・アドレスです。

フィルタでさらに条件を適用する場合、「追加」「追加」「追加」「追加」をクリックします。フィルタで適用す
る条件を減らす場合、「削除」「削除」「削除」「削除」をクリックします。

8. ページの「アクション」「アクション」「アクション」「アクション」セクションでは、「コマンド１」「コマンド１」「コマンド１」「コマンド１」リストにフィルタによりメッ
セージに適用可能なアクション「次のフォルダに移動」「次のフォルダに移動」「次のフォルダに移動」「次のフォルダに移動」、「次のフォルダにコピー」「次のフォルダにコピー」「次のフォルダにコピー」「次のフォルダにコピー」、「削「削「削「削
除」除」除」除」、「次のアドレスに「次のアドレスに「次のアドレスに「次のアドレスに BCC で送信」で送信」で送信」で送信」、「次のアドレスに通知」「次のアドレスに通知」「次のアドレスに通知」「次のアドレスに通知」または「自分に通知する」「自分に通知する」「自分に通知する」「自分に通知する」
が表示されます。

「次のフォルダに移動」「次のフォルダに移動」「次のフォルダに移動」「次のフォルダに移動」または「次のフォルダにコピー」「次のフォルダにコピー」「次のフォルダにコピー」「次のフォルダにコピー」を選択した場合、メッセージ
を移動またはコピーするフォルダを、「フォルダ」「フォルダ」「フォルダ」「フォルダ」リストから選択します。

「次のアドレスに「次のアドレスに「次のアドレスに「次のアドレスに BCC で送信」で送信」で送信」で送信」または「次のアドレスに通知」「次のアドレスに通知」「次のアドレスに通知」「次のアドレスに通知」を選択した場合、隣の
フィールドにユーザーの電子メール・アドレスを入力します。複数のエントリを区切る
には、カンマを使用します。

フィルタでさらにアクションを適用する場合、「追加」「追加」「追加」「追加」をクリックします。フィルタで
適用するアクションを減らす場合、「削除」「削除」「削除」「削除」をクリックします。

注意注意注意注意 : 日付は、01-jul-2002 のように DD-MMM-YYYY 形式で指定してくだ
さい。

注意注意注意注意 : 「イベント」「イベント」「イベント」「イベント」セクションで「完全削除」「完全削除」「完全削除」「完全削除」を選択した場合、「次のフォル「次のフォル「次のフォル「次のフォル
ダに移動」ダに移動」ダに移動」ダに移動」および「削除」「削除」「削除」「削除」アクションはサポートされず、エラーが返されま
す。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : 「自分に通知する」「自分に通知する」「自分に通知する」「自分に通知する」に関連する様々な連絡先ルールに
ついては、『Oracle Collaboration Suite Wireless and Voice Access
利用ガイド』を参照してください。
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9. 「送信」「送信」「送信」「送信」をクリックします。

フィルタの削除フィルタの削除フィルタの削除フィルタの削除
フィルタを削除するには、次のようにします。

1. 「作業環境」「作業環境」「作業環境」「作業環境」をクリックします。

2. 「アカウント作業環境」「アカウント作業環境」「アカウント作業環境」「アカウント作業環境」の下の、横のナビゲーション・バーの「フィルタ」「フィルタ」「フィルタ」「フィルタ」をクリック
します。

3. フィルタ名の横のボックスを選択して、削除するフィルタを選択します。

4. 「削除」「削除」「削除」「削除」をクリックします。

フィルタの更新フィルタの更新フィルタの更新フィルタの更新
既存のフィルタがより多くの条件、または少ない条件で機能するよう更新することができま
す。

フィルタを更新するには、次のようにします。

1. 「作業環境」「作業環境」「作業環境」「作業環境」をクリックします。

2. 「アカウント作業環境」「アカウント作業環境」「アカウント作業環境」「アカウント作業環境」の下の、横のナビゲーション・バーの「フィルタ」「フィルタ」「フィルタ」「フィルタ」をクリック
します。

3. 「フィルタ」「フィルタ」「フィルタ」「フィルタ」リストで更新するフィルタの名前をクリックします。「更新」ウィンドウが
表示されます。

4. 情報を更新します。

5. 「送信」「送信」「送信」「送信」をクリックします。

注意注意注意注意 : フィルタは、作成または設定された順に各メッセージに適用されま
す。2 つ以上のフィルタがあり、関連するアクションが競合する場合、最初
のフィルタのアクションが適用されます（たとえば、2 つの「次のフォルダ「次のフォルダ「次のフォルダ「次のフォルダ
に移動」に移動」に移動」に移動」フィルタの条件を満たすメッセージの場合、メッセージは最初に
フィルタで指定されたフォルダに移動します）。
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Oracle Webmail の電子メール作業環境の
2

Oracle Webmail の電子メール作業環境の設定の電子メール作業環境の設定の電子メール作業環境の設定の電子メール作業環境の設定

この章では、電子メール作業環境について、次の内容を説明します。

� メッセージ・オプションの構成

� Webmail によるメッセージ表示オプションの設定
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メッセージ・オプションの構成
メッセージ・オプションの構成メッセージ・オプションの構成メッセージ・オプションの構成メッセージ・オプションの構成
メッセージの受信者が参照できる名前、および転送されるメッセージの送信方法など、メッ
セージを作成するために設定できる作業環境がいくつかあります。

この項では、次の操作について説明します。

� 送信者名の変更

� メッセージの転送

� 返信に元のメッセージを引用

� 自動返信メッセージの使用

� 署名の作成および追加

送信者名の変更送信者名の変更送信者名の変更送信者名の変更
電子メール連絡先のための連絡先名を作成できるだけでなく、ユーザーは、自身の電子メー
ル・アドレスの隣にメッセージの受信者が参照するユーザー自身の連絡先名を作成できま
す。

送信者名を変更するには、次のようにします。

1. 「作業環境」「作業環境」「作業環境」「作業環境」をクリックします。

2. 「電子メール」「電子メール」「電子メール」「電子メール」サブタブをクリックします。「メッセージ・オプションの構成」ページが
表示されます。

3. 「表示名」「表示名」「表示名」「表示名」フィールドに、新規送信者名を入力します。

4. 「送信」「送信」「送信」「送信」をクリックします。

メッセージの転送メッセージの転送メッセージの転送メッセージの転送
転送される電子メール・メッセージは、添付ファイルとして、または送信メッセージの本文
に引用して送信できます。

この設定を変更するには、次のようにします。

1. 「作業環境」「作業環境」「作業環境」「作業環境」をクリックします。

2. 「電子メール」「電子メール」「電子メール」「電子メール」サブタブをクリックします。「メッセージ・オプションの構成」ページが
表示されます。

注意注意注意注意 : 送信者名送信者名送信者名送信者名の値を変更しても、電子メール・アドレスは変更されませ
ん。
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メッセージ・オプションの構成
3. ページの「メッセージ転送」「メッセージ転送」「メッセージ転送」「メッセージ転送」セクションで、「転送方法」「転送方法」「転送方法」「転送方法」リストから「添付として」「添付として」「添付として」「添付として」、
「引用として」「引用として」「引用として」「引用として」または「引用および元の添付ファイル」「引用および元の添付ファイル」「引用および元の添付ファイル」「引用および元の添付ファイル」のいずれかを選択します。

4. 「送信」「送信」「送信」「送信」をクリックします。

返信に元のメッセージを引用返信に元のメッセージを引用返信に元のメッセージを引用返信に元のメッセージを引用
電子メール・メッセージに返信する際、返信に元のメッセージを引用できます。この機能
は、元のメッセージ内の特定の質問または箇所に返信する場合に役立ちます。

たとえば、メッセージの送信者がいくつかの質問をした場合、応答者は、各質問文の近くに
返答を記述して、返信することができます。メッセージの送信者は、返信を読む際、返答を
各質問と一緒に見ることができます。

返信に元のメッセージを引用するには、次のようにします。

1. 「作業環境」「作業環境」「作業環境」「作業環境」をクリックします。

2. 「電子メール」「電子メール」「電子メール」「電子メール」サブタブをクリックします。「メッセージ・オプションの構成」ページが
表示されます。

3. ページの「メッセージ返信」「メッセージ返信」「メッセージ返信」「メッセージ返信」セクションで、「返信に元のメッセージを引用する」「返信に元のメッセージを引用する」「返信に元のメッセージを引用する」「返信に元のメッセージを引用する」リス
トから元のメッセージの引用方法として「添付として」「添付として」「添付として」「添付として」、「引用として」「引用として」「引用として」「引用として」、「引用および元「引用および元「引用および元「引用および元
の添付ファイル」の添付ファイル」の添付ファイル」の添付ファイル」または「なし」「なし」「なし」「なし」のいずれを選択するか、選択しません。

4. 「送信」「送信」「送信」「送信」をクリックします。

自動返信メッセージの使用自動返信メッセージの使用自動返信メッセージの使用自動返信メッセージの使用
「自動返信」機能は、他のユーザーに不在を知らせるために使用します。「自動返信」が使用
可能で、他のユーザーがメッセージを送信した場合、サーバーは送信者に、4 つの選択項目
のうちいずれを選択したかに応じて、「件名」「件名」「件名」「件名」フィールドに「自動返信「自動返信「自動返信「自動返信 : < 送信者の件名送信者の件名送信者の件名送信者の件名 >」」」」
と入力されたメッセージを返信します。

自動返信メッセージを設定し、使用可能にするには、次のようにします。

1. 「作業環境」「作業環境」「作業環境」「作業環境」をクリックします。

2. 「電子メール」「電子メール」「電子メール」「電子メール」サブタブをクリックします。「メッセージ・オプションの構成」ページが
表示されます。

3. ページの「自動返信」「自動返信」「自動返信」「自動返信」セクションで、「モード」「モード」「モード」「モード」リストから次のいずれかを選択します。

� 自動返信メッセージに元のメッセージを添付して返信自動返信メッセージに元のメッセージを添付して返信自動返信メッセージに元のメッセージを添付して返信自動返信メッセージに元のメッセージを添付して返信 :　　　　サーバーは、すべての受
信メッセージに元のメッセージを引用し、作成した任意のメッセージを追加して返
信します。送信者のメッセージは、後で取得できるよう、「受信ボックス」に入り
ます。

� メッセージ受信を拒否メッセージ受信を拒否メッセージ受信を拒否メッセージ受信を拒否 :　　　　送信者のメッセージは彼らに返されます。元のメッセー
ジは「受信ボックス」に配信されません。
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メッセージ・オプションの構成
� 不在返信不在返信不在返信不在返信 : 各送信者に対し各送信者に対し各送信者に対し各送信者に対し 1 回だけ返信回だけ返信回だけ返信回だけ返信 :　　　　サーバーは、受信メッセージに元のメッ
セージを引用し、作成した任意のメッセージを追加して返信します。送信者は、こ
のアカウントに何通のメッセージを送信したかにかかわらず、1 度だけ通知されま
す。送信者のメッセージは、後で取得できるよう、「受信ボックス」に入ります。

� 自動返信メッセージを返信自動返信メッセージを返信自動返信メッセージを返信自動返信メッセージを返信 :　　　　サーバーは、すべての受信メッセージに作成した任
意のメッセージを返信します。送信者のメッセージは、後で取得できるよう、「受
信ボックス」に入ります。

4. 「有効期限」「有効期限」「有効期限」「有効期限」フィールドで自動返信の有効期限を指定します。フィールドに
MM/DD/YY または MM/DD/YYYY 形式で日付を入力するか、カレンダ・アイコンを
使用して日付を参照し、選択することができます。

5. 「テキスト・メッセージ」「テキスト・メッセージ」「テキスト・メッセージ」「テキスト・メッセージ」フィールドに、返信の際に送信するメッセージを入力します。

あるいは、HTML 形式のメッセージを使用する場合（たとえば、自動返信メッセージに
Web リンクを含める場合）、「テンプレート・フォルダからのメッセージ」「テンプレート・フォルダからのメッセージ」「テンプレート・フォルダからのメッセージ」「テンプレート・フォルダからのメッセージ」を選択し、返
信の際に送信するメッセージをドロップダウン・リストから選択します。

6. 「送信」「送信」「送信」「送信」をクリックします。

注意注意注意注意 : 「メッセージ受信を拒否」「メッセージ受信を拒否」「メッセージ受信を拒否」「メッセージ受信を拒否」を選択した場合、サーバーは送信者に、「件「件「件「件
名」名」名」名」フィールドに「「「「Message rejected by the recipient: < 送信者の件名送信者の件名送信者の件名送信者の件名 >」」」」と
入力されたメッセージを返信します。

注意注意注意注意 : 自動返信モードを選択した場合、有効期限を指定する必要がありま
す。

注意注意注意注意 : 最初にメッセージを作成し、「テンプレート」フォルダに保存する必
要があります。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : テンプレートの詳細は、『Oracle Collaboration Suite 
Oracle Webmail 利用ガイド』の「電子メール・メッセージの作
成」を参照してください。
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署名の作成および追加署名の作成および追加署名の作成および追加署名の作成および追加
電子署名を電子メール・メッセージに追加できます。電子署名は、メッセージの下部に追加
され、肩書き、会社の電話番号、携帯電話番号などのユーザーの情報を含めることができま
す。

電子署名を追加するには、次のようにします。

1. 「作業環境」「作業環境」「作業環境」「作業環境」をクリックします。

2. 「電子メール」「電子メール」「電子メール」「電子メール」サブタブをクリックします。「メッセージ・オプションの構成」ページが
表示されます。

3. ページの「署名」「署名」「署名」「署名」セクションで、各署名ごとに「署名コンテンツ」「署名コンテンツ」「署名コンテンツ」「署名コンテンツ」フィールドに表示す
るテキストを入力します。

4. 「タイプ」「タイプ」「タイプ」「タイプ」リストから、電子署名をリッチ・テキストまたは HTML 形式のいずれで作成
するかを選択します。

5. 関連ボタンを選択して、使用する署名を選択します。

6. 「送信」「送信」「送信」「送信」をクリックします。

注意注意注意注意 : 最大で 3 つの異なる電子署名を作成できます。

注意注意注意注意 :

� 電子署名を使用不可にするには、「署名を追加しない」「署名を追加しない」「署名を追加しない」「署名を追加しない」を選択して「送「送「送「送
信」信」信」信」をクリックします。

� 各署名を設定した後に「送信」「送信」「送信」「送信」をクリックするか、希望する署名を選択
して「送信」「送信」「送信」「送信」をクリックします。
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Webmail によるメッセージ表示オプションの設定によるメッセージ表示オプションの設定によるメッセージ表示オプションの設定によるメッセージ表示オプションの設定
この項では、Webmail を使用してメッセージを表示するために設定可能な次の作業環境につ
いて説明します。

� 表示するメッセージ数の設定

� メッセージのヘッダー情報の表示

表示するメッセージ数の設定表示するメッセージ数の設定表示するメッセージ数の設定表示するメッセージ数の設定
メッセージ・リスト・ビューに任意の数のメッセージを表示するよう、Webmail を構成でき
ます。

メッセージ・リスト・ビューに表示するメッセージ数を設定するには、次のようにします。

1. 「作業環境」「作業環境」「作業環境」「作業環境」をクリックします。

2. 「電子メール」「電子メール」「電子メール」「電子メール」サブタブをクリックします。

3. 横のナビゲーション・バーの「「「「Web クライアント・メッセージ・オプション」クライアント・メッセージ・オプション」クライアント・メッセージ・オプション」クライアント・メッセージ・オプション」をク
リックします。

4. 「ページあたりの表示メッセージ数」「ページあたりの表示メッセージ数」「ページあたりの表示メッセージ数」「ページあたりの表示メッセージ数」フィールドに数字を入力します。

5. 「送信」「送信」「送信」「送信」をクリックします。

メッセージのヘッダー情報の表示メッセージのヘッダー情報の表示メッセージのヘッダー情報の表示メッセージのヘッダー情報の表示
受信メッセージのパスを追跡できるようメッセージを表示する際にすべてのヘッダー情報が
表示されるよう選択できます。

メッセージ詳細ビューにすべてのヘッダー情報を表示するには、次のようにします。

1. 「作業環境」「作業環境」「作業環境」「作業環境」をクリックします。

2. 「電子メール」「電子メール」「電子メール」「電子メール」サブタブをクリックします。

3. 横のナビゲーション・バーの「「「「Web クライアント・メッセージ・オプション」クライアント・メッセージ・オプション」クライアント・メッセージ・オプション」クライアント・メッセージ・オプション」をク
リックします。

4. 「詳細ページにメッセージのヘッダーをすべて表示する」「詳細ページにメッセージのヘッダーをすべて表示する」「詳細ページにメッセージのヘッダーをすべて表示する」「詳細ページにメッセージのヘッダーをすべて表示する」を選択します。

5. 「送信」「送信」「送信」「送信」をクリックします。

注意注意注意注意 : 表示するメッセージ数を設定し、すべてのヘッダー情報を表示するこ
とを設定して、1 度「送信」「送信」「送信」「送信」をクリックすると、両方の作業環境を設定でき
ます。
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